
「あっという間の３学期！」

校長 大浜 譲

３学期はよく「行く（１月）・逃げる（２月）・去る（３月）」と表現されます。３学期は学年の締め
くくりに加えて次年度に向けての準備などやることが多く、あっという間に過ぎてしまうことを分か
りやすく表しているわけですが、まさしくその通りの日々です。
さて、２月４日に開催した「学習成果発表会・マイフナー登小っ子報告会」には、多くの保護者
の皆様のご参加をいただき、ありがとうございました。各学年の主な発表内容は、１年生：始めの
ことば（八重山方言）、ボディパーカッション、２年生：手話を交えた合唱、３年生：合奏、４年生：
大濱信泉先生の生涯、５・６年生：鼓笛隊引継ぎ、合唱でした。学年ごとの入れ替え制のため、腰
を据えて参観というわけにはいかなかったかもしれませんが、子どもたち一人一人の頑張りを感
じてもらえたのではないでしょうか。当日はご家庭でもたくさん褒められて、自己肯定感も伸びて
いることだと思います。
先週は「節分」にあたり、本校にも鬼さん（赤鬼さん、青鬼さん）が現れました。鬼が来るのを期
待していたのでしょうか、子どもたちは大喜びです（特に低学年）。鬼さんに近づいたり離れたり
と、大はしゃぎする子どもたちでにぎやかなひと時となりました。鬼さんも最近は忙しいのか現れ
ない学校もあるようですが、登小には来てくれました（笑）。登小っ子を楽しませようと頑張った登
小の鬼さんたちに感謝です。
また、先日、次年度の運営委員会６名の中から、学校のリーダー・児童会長を決める「児童会
選挙」がありました（選挙の結果、児童会長に今村太謡さん、他の５名は児童会副会長になって
います）。私はあいさつの中で、６名が学校のために先頭に立って頑張りたいと自分で決めて行
動（立候補）したことを褒めるとともに、他の委員会（放送委員会、体育委員会等）に入って学校
を盛り上げたいので、あえて児童会長には立候補しなかったという多くの５年生にも、それも自
分で決めて行動しているので立派ですよという話をしました。変化のスピードが激しく、予測が
困難だと言われる将来を生きる子どもたちにとって、受け身ではなく、自らの意思で主体的に考
え・行動する力はとても大切になってきます。「自分で決めて、やってみる！」登小っ子を今後も増
やしていきたいと思っています。
最後になりますが、現在、本校においてインフルエンザが流行しています。こまめな手洗い・咳エ
チケット・質の良い睡眠・バランスの取れた食事・適度な運動など、ご家庭におかれましても感染
対策をよろしくお願いいたします。「逃げる２月」、１日１日を大切に、子どもたちのより良い成長
のために職員一同日々の教育活動に取り組んでまいります。

新児童会運営委員

４年 大濱信泉先生の生涯

２月２日（金）



【２月】マイフナー学習月間

５日 振替休日
９日 漢字検定
１０日 字登野城成年祝
１１日 建国記念日
１２日 振替休日
１４日 沖縄県到達度調査（５・６年）
１５日 お弁当の日
１６日 新入生保護者説明会

算数検定
１９日 委員会
２１日 音読・音楽集会

職員会議・子ども支援会議
２２日 新入生体験入学
２３日 天皇誕生日
２５日 旧十六日祭
２８日 児童会タイム

校内研

【３月】
２１日 卒業式
２２日 修了式・離任式

如 月
◆生活目標・・・・ていねいな言葉で話そう
◆保健目標・・・・心の健康を考えよう
◆安全目標・・・・安全な遊び方のきまりを守ろう
◆給食目標・・・・健康な食生活について考えよう
◆図書目標・・・・心に残る本を見つけよう
◆人権目標・・・・みんなの輪をひろげよう

朝早くからの呼びかけでスタートした今年度の児
童会選挙活動でした。校門がいつも以上ににぎやか
になり、活気にあふれていました。
立会演説会でも、児童会長に立候補した６名と推

薦人６名のアピールタイムが輝いていました。どの
立候補者が児童会長に選ばれてもいいというほどの
発表をしていました。とても素晴らしかったです！
新児童会長に決定したのは「今村太謡」さん。元

気いっぱいの新児童会長は、運営委員（５名）のメ
ンバーと共に「明るいあいさつ」「楽しい学校」に
したいと意気込んでいます！

２月は、今年度最後となる家庭学習強化月
間です。今回は「学び直し」を図る月間とな
ります。学校でも計画的に取り組めるよう声
かけしていきますので、家庭からの声かけも
お願いします。

登小っ子に質の高い文化芸術を鑑賞・体験
してもらおうと、文化庁の企画に応募したと
ころ、今年度も開催する事ができました。
主役がストーリーに合わせ、何度も衣装を

変え登場する姿に、歓声と笑いが沸き起こっ
ていました。劇が終わると、マジックやパン
トマイムのワークショップも行われ、子ども
たちは充実した２時間を過ごすことができま
した。次年度も、子どもたちにこのような場
を提供できればと思います。今回、お越しい
ただいた劇団笑太夢マジックのみなさんに感
謝ですね！

報道でもあった通り、大谷選手からのすて
きなグローブが届きました。児童会からの提
案で、昼休み時間を活用し各学年に使っても
らうことになりました。トップバッターは４
年生ということで、グローブを手に取った子
どもたちは大喜びでした。これをきっかけに
野球を始める少年少女がふえてきそうですね。


